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「救かる身やもの」

の推進、時代的な要請が相俟って具体化
しました（『おやさと研究所五十年誌』参
照）。名称を「天理文化研究所」、そして「宗
教文化研究所」と改称し、昭和 31 年から
は現在の「おやさと研究所」です。
そして設立から約 50 年余。平成６年

（1994）11 月 14 日、50 周年計画委員会
が発足し、『おやさと研究所五十年誌』の
編纂発行と「公開講座」の開催が決まって
いきました。翌年５月 28 日、50 周年記
念の公開講演（中島秀夫「現代宗教事情
と布教・伝道」、芹澤茂「『たすけ』への
参加̶その理念と展望」）が行われ、その
翌月の６月から 12 月にかけて毎月 25 日
の午後に道友社ホールを会場に「天理教
の布教伝道̶その理念と展望」を統一テー
マとした連続の公開講座を開催しました。
参加者からの要望もあり、公開講座は現在
も公開教学講座として続いています。ま
た、現代社会が直面している問題に向き
合い、より掘り下げた教学研究を参加者
とともに構築していこうと、この公開講
座から「教学と現代」（年１回）が生まれ、
昨年度で 14回を数えました。
さて、「救かる身やもの」と言われる一

人ひとりは、「救けてもらった喜びで人を
救ける」ことができます。それは “ 互い
にたすけ ” ということであり、布教伝道
の根底にある信念と言っていいでしょう。
信仰するということの、もともとの心の
拠り所です。同時に教祖は「世界の人が皆、
真っ直ぐやと思うている事でも、天の定規
にあてたら、皆、狂いがありますのやで。」
（『逸話篇』31「天の定規」）とも話されま
した。我が身勝手な解釈にならないため
にも、繰り返し繰り返し、教祖の言葉を
学び体得する必要があります。

「明治十三年四月頃から、和泉国の村上
幸三郎は、男盛りのさ中というのに、坐
骨神経痛のために手足の自由を失い、激
しい痛みにおそわれ、食事も進まない状
態となった。」
これは『稿本天理教教祖伝逸話篇』72「救

かる身やもの」の冒頭です。その後、教祖
中山みきに会いに行った幸三郎は、教祖か
ら「救かるで、救かるで。救かる身やもの。」
との言葉をかけられます。たすけられた幸
三郎は、教祖に「恩返し」をしたいと申し
出ます。すると教祖は、「金や物でないで。
救けてもらい嬉しいと思うなら、その喜び
で、救けてほしいと願う人を救けに行く事
が、一番の御恩返しやから、しっかりおた
すけするように。」と説かれました。
『逸話篇』は、天理教を信仰している人々
によって、とても親しみをもって、また、
日々の来し方の指針を温

たず
ねて読まれていま

す。簡潔ではあるけれども、描かれた逸話
の一つひとつからは、教えの親である教祖
のありようが優しく伝わります。そして、
教祖に直接接し、たすけられた人の “たす
けられ方 ”が、今に生きる私たちに語りか
け、進むべき方向性を指し示してくれます。
ここ数年、「おやさと研究所公開教学講

座」（年６～７回、道友社６階ホール）は、
『逸話篇』を取り上げています。『逸話篇』
の先人の体験を学び、それを今に映して
いく教学研究の場ともなっています。「救
かる身やもの」の逸話は、今年度第３回（６
月）で取り上げられた逸話です。
昭和 17 年（1942）12 月 31 日、おや

さと研究所（中山正善２代真柱総裁、高橋
道男所長）は、天理教教庁附属の研究機関
として「天理教亜細亜文化研究所」の名
称で設置され、研究者の養成、海外伝道

「第 61 回印度学宗教学会学術大会」、天理

大学で開催（堀内みどり）／「第８回南・

東南アジア文化・宗教会議（8th South 

and Southeast Asian Association for the 

Study of Culture and Religion）」に参加し

て（堀内みどり）／ 2019 年度公開教学講

座の案内
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